
別記第１号様式 目標設定：令和　3　年　4　月　 1　日

評　　価：令和　4　年　2　月   8  日

組織名称

補職名・氏名

目
標
３

イベントの実
施、日帰り観
光等の推進、
中心市街地活
性化及び施設
管理

国内外を対象と
した観光誘客、
広域観光連携及
び関係団体と連
携した中心市街
地活性化支援

１.「やくならマグカップも」を活用した観光ＰＲ及び
誘客事業の実施
２．新型ｺﾛﾅに対応したｲﾍﾞﾝﾄの実施（陶器まつり、花
火大会、美濃焼祭、多治見まつり等）
３．東美濃歴史街道協議会による広域観光連携事業の
実施
４．中心市街地活性化基本計画事業の推進
①ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾗﾝｺﾝﾃｽﾄの実施（応募20件）
②官民連携したまちづくり事業、古民家再生事業の実
施
③美濃焼ﾀｲﾙを活用した街中ﾀｲﾙｼﾝｸ設置事業の実施
５．所管施設の適正管理及び旧勤労青少年ﾎｰﾑの最終処
分の決定

目
標
４

農業振興の推
進及び地産地
消の推進

人・農地プラン
等による持続的
な農業振興の推
進及び農産物直
売所の支援等に
よる地産地消の
推進

目
標
１

中小企業支援
による地域経
済の活性化及
び陶磁器・タ
イル産業の振
興、民間活力
との連携

市況を踏まえた
経 済 対 策 の 実
施、美濃焼産業
の活性化事業支
援及び起業支援

目
標
２

高田テクノ
パーク開発事
業の推進及び
企業誘致事業

高田テクノパー
ク開発に係る造
成工事・地元調
整及び優良企業
の誘致、進出企
業へのアフター
フォロー

経済部
部長　長江信行

実施する業務の内容 成果（評定時に記入）
１．①②4月に協議会設立、事務局として事業計
画・予算作成等を支援、県・4市と協議調整しｾﾗﾐｯｸ
ﾊﾞﾚｰ展、ｸﾗﾌﾄｷｬﾝﾌﾟ、LAﾗｰﾒﾝどんぶり展開催（3月）
２．①10月企業お見合いを開催、313件商談
②11月働こﾌｪｽを開催、32名参加
３．①6月ｲｴ呑みGO、7月美濃焼GOやくも＋、4・5・
6・8・9・1月飲食店調査、11月洒落テGO実施
②ｾｰﾌﾃｨｰﾈｯﾄ115件認定（1/末）
４．官民連携した卭崍ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを立上げ6月卭崍市
と覚書締結、9月中国国際ｻｰﾋﾞｽ交易会に出展し販路
拡大支援、中国での美濃焼商標正式登録に向け準備
５．3組織の理事会・総会で統合を了承、各課題を
解決、新組織多治見DMOの体制・重点事業を決定

１．7月美濃焼GOやくも＋実施、10月声優ｲﾍﾞﾝﾄ実
施、12月やきものｺﾝﾃｽﾄ募集開始、ｱﾆﾒ聖地88選受賞
２．4月陶器まつり分散開催、8月ｼｰｸﾚｯﾄ花火開催、
10月美濃焼祭開催
３．観光ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ事業、旅行商品造成事業を実施、
協議会事務局を運営
４．①6月応募者説明会、6・7月ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾗﾝ作成支
援ｾﾐﾅｰ開催、1月最終審査を実施（応募総数11件）
②民間事業者と連携し、古民家再生事業を検討
③駅前商店街にﾀｲﾙｼﾝｸ3台設置（3月）
５．5月臨時議会でNPO森の家に対し訴えを提起、訴
訟開始（第1回7/29第2回2/14）

１.ｾﾗﾐｯｸﾊﾞﾚｰの推進
①ｾﾗﾐｯｸﾊﾞﾚｰ協議会の設立及び関連事業の実施
②国際陶磁器ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙにおけるｾﾗﾐｯｸﾊﾞﾚｰ展の開催
２.企業支援
①｢き｣業展、企業お見合いの実施及び起業支援
②商工会議所と連携した多治見で働こﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの推進
３．新型ｺﾛﾅに対応した経済対策
①市独自の経済対策及び感染防止飲食店調査の実施
②事業者相談窓口でのﾜﾝｽﾄｯﾌﾟｻｰﾋﾞｽ
４．中国邛崍市での美濃焼展示促進、ｾﾗﾐｯｸﾊﾞﾚｰ振興補
助制度や美濃焼ﾀｲﾙ施工補助制度を活用した美濃焼振興
５．多治見市観光協会、多治見まちづくり㈱、㈱華柳
の3組織統合に向けた準備・調整

T1

ｂ　独自目標加算
　　　（任意設定）
例：自主研究グループ活動など
の自己研鑽、職員提案活動、施
策の紹介・普及活動　等

（目標設定）

目
標
５

陶磁器の次世
代を担う人財
の育成及び各
種支援

研究生の確保、
卒業生の定住支
援及び幅広いデ
ザイン支援、技
術支援の実施

1．3Dｽｷｬﾅｰ等を活用したﾃﾞｻﾞｲﾝ支援
①陶磁器工業組合と連携した3Dｽｷｬﾅｰ活用促進研究会の
実施
②石膏型組合と連携した3Dｽｷｬﾅｰ活用促進及び造形技術
向上研究会の実施
2．移住定住を促進する研究生募集、人財育成
①応募者増加へ向けた人財育成事業の見直し
②外国人研究生（ｾﾗﾐｯｸｽﾗﾎﾞ）3名以上の確保
③国内新入研究生15名以上の確保
④国際交流（中国邛崍市等）の推進
⑤陶芸工房ﾊﾞﾝｸ、修了生雇用・定住促進奨励金、修了
生創作活動支援補助金の周知・運用

１．①滝呂・高田・市之倉工業組合、笠原ﾀｲﾙ業界
と研究会13回実施（22社）、新春見本市で成果発表
②県石膏型組合多治見・滝呂支部と研究会8回実施
（9社）
２．①実習料等見直しを含む人財育成5事業の見直
しを実施
②外国人研究生新規3名合格（待機合格者4名）
③現地見学会・ｵﾝﾗｲﾝ見学会を随時実施、1次審査を
実施し15名合格
④6月卭崍市と覚書を締結し陶芸家の交流を準備、
意匠研究所職員が国際陶芸学会（IAC）会員に選出
⑤陶芸工房ﾊﾞﾝｸ新規物件登録4件・新規利用登録14
名、奨励金交付3件・資格認定4件、補助金交付4件

標題

T2

（成果）

１．人・農地ﾌﾟﾗﾝ等による人と農地問題の解決
①北小木営農の経営安定化支援
②ﾗｲｽｾﾝﾀｰに係る多治見営農の運営組織支援
③人・農地ﾌﾟﾗﾝの実質化への取組み（南姫地区・池田
南地区）
２．農振整備計画の見直し
３．森林環境譲与税を活用した森林管理及び林業就業
移住支援
４．農業祭の開催、農産物直売所への支援、ﾌｫｰﾚ三の
倉の事業展開支援による地産地消の推進
５．有害鳥獣対策及び確実な捕獲体制の維持
６．農業委員会の適切な運営及び遊休農地対策の実施

１．①農業機器導入支援（7月）
②運営会議に出席し、組織運営安定化に向け多治見
営農の2号法人化を提案
③地域農業関係者と協議し現状と課題を把握
２．現地調査を行い農振農用地除外を実施、各関係
協議を経て整備計画を作成（3月）
３．池田南地区の林地台帳整備及び笠原地区の意向
調査を実施、林業就業移住支援金を3人に交付
４．5月ﾌｫｰﾚﾘﾆｭｰｱﾙｵｰﾌﾟﾝ支援、6月駅北ﾌｧｰﾑ8周年祭
支援、11月農業祭開催
５．毎週2回捕獲隊と打合せ実施
６．毎月1回農業委員会を実施、7月～9月農地利用
状況調査、11～12月利用意向調査を実施

１．高田ﾃｸﾉﾊﾟｰｸ開発事業の推進及び企業誘致
①第1期第2期高田ﾃｸﾉﾊﾟｰｸ及び土岐・多治見北部連絡道
路の完成（令和4年3月）
②造成工事に係る、地元自治組織、JR東海、高田陶磁
器工業組合、隣接事業者、関係機関等と協議をし課題
解決
③第2期高田ﾃｸﾉﾊﾟｰｸへの進出企業の決定
④第1期高田ﾃｸﾉﾊﾟｰｸへの企業進出に向けた営業
２．進出企業へのｱﾌﾀｰﾌｫﾛｰによる地域交流の実施、地
域貢献事業の促進
３．次期工業団地開発事業の調査研究をし、候補地の
抽出・検討及び候補地の決定

1.①第1期第2期高田ﾃｸﾉﾊﾟｰｸ及び北部連絡道路の完
成（3月）、JR東海と管理協定を締結し10月から第1
期ﾃｸﾉﾊﾟｰｸの一部使用を開始
②近隣住民対応、JR東海と土岐市との協議調整実施
③第2期高田ﾃｸﾉﾊﾟｰｸの進出企業を決定し土地売買契
約締結（11月）
④第1期高田ﾃｸﾉﾊﾟｰｸ企業進出に向けた営業実施
２．ｱﾏｿﾞﾝによる小泉児童館への絵本贈呈（6月）、
虎渓用水広場の清掃活動及び清掃道具贈呈（7
月）、青空ﾏｰｹｯﾄで地元野菜販売（5回）、ﾄﾖﾀ紡織
による地元と連携した清掃活動の実施（2回）、ﾄﾖﾀ
による地元小学校社会科見学の実施（11月）
３．次期候補地7ヶ所の抽出・検討を実施

T2

T3

T3

達成度

＜兼務比率記載欄＞
：

組織目標兼管理職個人目標
令和３年度組織目標兼管理職個人目標管理シート



別記第１号様式 目標設定：令和　3　年　4　月　 1　日

評　　価：令和　4　年　2　月   8  日

組織名称

補職名・氏名

標題 実施する業務の内容 成果（評定時に記入）

組織目標兼管理職個人目標

＜兼務比率記載欄＞
：

令和３年度組織目標兼管理職個人目標管理シート
経済部　産業観光課
課長　長谷川昭治

目
標
１

セラミックバ
レー構想の推
進、美濃焼産
業の振興及び
民間活力との
連携

地場産業の振興
に資する販路拡
張支援、産業観
光資源化へのア
プローチ

１.ｾﾗﾐｯｸﾊﾞﾚｰ構想の推進
①協議会の立ち上げ及び事務局運営
②協議会事業の実施調整、支援（ｾﾗﾐｯｸﾊﾞﾚｰ展等）
２.国際陶磁器ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ美濃'21の開催支援
３.ｱﾏｿﾞﾝとの連携による地場産業支援
４.美濃焼の振興
①中国邛崍市での美濃焼展示促進
②ｾﾗﾐｯｸﾊﾞﾚｰ振興補助・ﾀｲﾙ施工補助制度の積極的運用
③各ﾐｭｰｼﾞｱﾑ施設を活用した産業、観光事業実施
④販路拡大支援（ﾃｰﾌﾞﾙｳｪｱﾌｪｽ等見本市出展支援）
５.やきもの産地連携協議会による共同事業実施
６.美濃焼を使おう条例関連ｲﾍﾞﾝﾄの実施
７．観光協会、ＴＭＯ、㈱華柳の組織統合準備・調整

１.①4/8協議会発足及び令和4年度からの運営体制
確立調整②事業実施(9/30～ｾﾗﾐｯｸﾊﾞﾚｰ展、11/13・
3/19ｸﾗﾌﾄｷｬﾝﾌﾟ、3/18～LAﾗｰﾒﾝどんぶり展)２.会期
短縮するも好評開催実現３.企業お見合いでｱﾏｿﾞﾝｻｲ
ﾄﾘｰﾀﾞｰの講演会開催４.①6/22覚書締結、9/2北京交
易会出展により中国市場販路拡大を推進。常設展示
場設計及び展示品選定支援。中国での美濃焼商標正
式登録に向け準備②振興補助金18件、ﾀｲﾙ施工補助
金16件補助③ｺﾛﾅ対策を講じ各種ｲﾍﾞﾝﾄ、企画展等を
積極的に開催④ﾃｰﾌﾞﾙｳｪｱﾌｪｽ、Web陶器市、ﾏﾘｵｯﾄﾎﾃﾙ
ｲﾍﾞﾝﾄ開催５.ｵﾝﾗｲﾝ意見交換会実施６.ｸﾞﾙﾒｽﾀﾝﾌﾟﾗﾘｰ
実施７．組織統合関連議案を各組織臨時総会(2,3
月)で決定。多治見DMOの体制・重点事業を決定

T2

目
標
２

経済対策、地
域経済の活性
化（新型コロ
ナ関連経済対
策）

市況を踏まえた
迅速かつ柔軟な
経 済 対 策 の 実
施、中小企業等
の支援による地
域経済の活性化

１.新型ｺﾛﾅに対応した経済対策
①国、県の経済対策等を踏まえた地域経済対策
②既存経済支援策の運用、美濃焼GO等独自支援の実施
③市内事業者相談窓口でのﾜﾝｽﾄｯﾌﾟｻｰﾋﾞｽ
④市内飲食店における感染防止対策啓発・調査実施
２.起業支援、事業継続支援
①｢き｣業展、企業お見合の実施
②創業支援ｾﾐﾅｰ等による起業支援の実施
③起業支援ﾙｰﾑ入居者、卒業企業の事業展開支援
④既存中小企業の事業継続支援
３.商工会議所連携事業・多治見で働こﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの推進
４.女性就労支援、定着支援など安心して働き続けられ
るためのセミナー開催協力

１.①経済支援策の迅速実施(保証料補給、雇用調整
助成金、働こﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ採用支援、ｾｰﾌﾃｨﾈｯﾄ認定、感
染拡大防止協力金他)②独自支援策の迅速展開(ﾀｼﾞ
ﾐｰﾙGOありがとうｷｬﾝﾍﾟｰﾝ、美濃焼GOやくも＋、ｲｴ呑
みGO、洒落テGO)③適切かつ迅速に対応、ｾｰﾌﾃｨｰﾈｯﾄ
115件認定（1/末）④ｺﾛﾅ感染防止対策注意喚起、時
短要請等迅速周知を徹底(ﾒｰﾙ、HP、DM、TEL)、営業
状況調査実施２.①10/22企業お見合い開催。1/28-
29「き」業展一部ｵﾝﾗｲﾝ開催②創業支援ｾﾐﾅｰ5回開催
(7-8月)③6/22起業支援ﾙｰﾑ入居審査会実施(2/1時点
満室)④企業訪問時等意見交換実施３.6/16Web説明
会開催、11/23働こﾌｪｽ開催４.各ｾﾐﾅｰ開催(11/30若
年労働者定着支援ｾﾐﾅｰ、2/7育休中女性復帰ｾﾐﾅｰ）

T1

目
標
３

観光誘客事業の
推進

市内観光資源、
アニメツーリズ
ム等を活用した
観光誘客事業の
実施、広域観光
連携事業の実施

１.ＴＶアニメ「やくならマグカップも」の活用
①ｱﾆﾒ放映に伴う観光ＰＲ事業の実施
②ｱﾆﾒﾂｰﾘｽﾞﾑ事業及び地域振興事業の推進
２.観光協会のＤＭＯ法人化及びＤＭＯ関係事業展開支
援
３.新型ｺﾛﾅに対応したｲﾍﾞﾝﾄ、観光事業の安全安心実施
（花火大会、美濃焼祭、多治見まつり他）
４.東美濃歴史街道協議会による広域観光連携事業推進
５.自治体間連携事業の実施（茶文化、春日井市他）
６.ｺﾛﾅ収束後を見据えたｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ事業の推進
７.うながっぱを活用した観光ＰＲの実施
８.SNSを活用した観光情報の発信

１.①②TV放映(第1ｸｰﾙ4-6月、第2ｸｰﾙ10-12月)と連
動した情報発信を継続実施(公式HP,広報誌,新聞,情
報誌等)し、市民及びﾌｧﾝ層等への観光PR実施。10/9
声優ｲﾍﾞﾝﾄ開催。9月～ｱﾆﾒ聖地旅行ﾂｱｰ催行。9/19ｱﾆ
ものづくりｱﾜｰﾄﾞ銀賞受賞、12/15ｱﾆﾒ聖地88選受賞
２．観光戦略委員会等を通じ事業支援３.8/1分散型
花火大会開催。10/9-10美濃焼際開催。第50回多治
見まつり延期４.ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ事業、周遊旅行商品助成等
実施５.茶文化活動休止中。春日井連携・公民館ま
つり出展、美濃焼祭ｺﾗﾎﾞ企画実施６.市内6展示施設
の多言語化整備しｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ受入態勢構築。中国語版
ﾊﾟﾝﾌ制作７.企業協賛の上うちわ製作(7,500枚)し、
駅南北、市内幼稚園保育園に配布

T2

①旧勤労青少年ﾎｰﾑの最終処分の決定
②市営駐車場関係事務
③鉱業法、採石法、砂利採取法関係事務
④中小企業への融資・利子補給等関係事務
⑤産業観光振興計画の進捗管理
⑥各種補助事業関係事務
⑦観光施設整備関係事務
⑧国内外観光ﾄﾚﾝﾄﾞの調査、研究
⑨所管指定管理施設関係事務
⑩商工業関係団体関係事務
⑪発明協会関係事務
⑫部内調整事務・産業観光課予算・決算

①建物明渡請求訴訟提起(5/18)、準備書面答弁
(7/29、2/14)②豊岡駐車場防水等補修工事実施、駅
北立駐放置車両対応等適切に処理③随時適切に執行
④ｺﾛﾅ関連融資制度を含め迅速に対応⑤年度計画に
基づき進捗管理及び委員会開催⑥適正かつ弾力的に
対応⑦国補助採択を受け永保寺境内ﾄｲﾚ改修を実施
(3月完成)⑧ｺﾛﾅ影響下における観光動向、ﾆｰｽﾞ等を
調査研究⑨指定管理評価委員会を開催。３者統合に
伴う駅北立駐、駅北広場の指定管理者を観光協会に
決定。12月議会にて議決⑩関係団体と連携し適切に
実施⑪7/10発明ｸﾗﾌﾞ開講(11回)、市発明工夫展を実
施（審査、表彰のみ実施）⑫適正執行

T3

目
標
４

中心市街地の
活性化

ＴＭＯ、商工会
議所、金融機関
及び民間事業者
等との連携によ
る中心市街地の
活性化

１.空き店舗対策強化ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの推進
①店舗併用住宅分離改装補助制度等による物件確保
②まちづくりﾌｧﾝﾄﾞによる出店支援
２.官民連携による古民家再生事業の推進
３.ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾗﾝｺﾝﾃｽﾄの実施（1月）
①事業のＰＲ活動、募集及びｾﾐﾅｰ開催
②１次審査(9月)、ﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ(～1月)、最終審査(1月)
４.官民連携事業等によるにぎわいづくり
①ﾔﾏｶまなびﾊﾟｰｸｵｰﾌﾟﾝｶﾌｪでのﾏﾙｼｪ等の開催
②商店街空中ｽｲｶ事業(7月)
③美濃焼ﾃﾞｺﾚｰｼｮﾝ事業の実施
５.虎渓用水広場、駅ﾓｰﾙ等駅周辺の賑わい創出
６.中心市街地活性化基本計画事業の推進

１.①②制度周知、斡旋実施
２.中心市街地における古民家再生事業について民
間事業者と継続的に意見交換を実施
３.開催周知、参加者募集に向けたﾎﾟｽﾀｰ、ﾊﾟﾝﾌ作成
し掲示。１次審査実施(9/17)。7者による最終審査
会実施(1/29)。6校によるﾀｼﾞｺﾝﾊｲｽｸｰﾙ同時開催４.
①ﾜﾝﾜﾝﾀﾞｰﾌｪｽ共催(11/28)②ｵﾘﾍﾞｽﾄﾘｰﾄ、駅前商店
街、ながせ通り商店街で実施(31ｹ所69鉢)③駅前商
店街にﾀｲﾙｼﾝｸ3台設置（3月）
５.ﾋﾞｱｶﾞｰﾃﾞﾝ開催(7/2～8/22)。たわけまるけ＆ｲﾙﾐ
ﾈｰｼｮﾝ点灯式(12/5)、洒落テＧＯｲﾍﾞﾝﾄ(11/23)、大
道芸見本市(12/3)等、賑わい創出ｲﾍﾞﾝﾄを積極開催
６.組織統合を見据え委員会を再編し開催

T3

達成度

ｂ　独自目標加算
　　　（任意設定）
例：自主研究グループ活動など
の自己研鑽、職員提案活動、施
策の紹介・普及活動　等

（目標設定） （成果）

目
標
５

適正な事務の
執行

各 事 業 、 手 続
き 、 関 係 団 体
等、会計処理等
の事務の適正執
行



別記第１号様式 目標設定：令和　3　年　4　月　 1　日

評　　価：令和　4　年　2　月   8  日

組織名称

補職名・氏名

標題 実施する業務の内容 成果（評定時に記入）

＜兼務比率記載欄＞
：

令和３年度組織目標兼管理職個人目標管理シート
経済部　企業誘致課
課長　日比野　至

目
標
１

高 田 テ ク ノ
パーク開発事
業の推進と進
出企業誘致

環境調査・関係
機関調整・造成
工事の推進
進出優良企業誘
致・分譲手続き

１．高田ﾃｸﾉﾊﾟｰｸの整備と管理
①第1期及び第2期ﾃｸﾉﾊﾟｰｸ、北部連絡道路の年度内完成
を目指した工事進捗状況管理（3月末）
②ｵｰﾀﾞｰﾒｲﾄﾞ等による宅盤の設計変更に関する工事業者
への指示と協議（随時）
③地元や関係企業への説明・良好な関係維持、土岐市と
の協議、鉱業権に係る中部経産局との調整（通年）
④JR東海との管理協定締結（9月末）
⑤調整池等の管理における関係部署との協議（通年）
２．企業進出事業の推進
①第1期及び第2期分譲に係る営業及び売却手続きに関す
るｻﾎﾟｰﾄ（随時・3月末）
②第2期ﾃｸﾉﾊﾟｰｸ進出企業の決定（3月末）

１．①第1期第2期多治見高田ﾃｸﾉﾊﾟｰｸ及び土岐多治見
北部連絡道路の3月末完成（第1期の第1調整池地盤対
策の擁壁設置のみ工期延長予定）
②第1期はJR東海の要望に応じ舗装実施。第2期は乗
入口の幅等を変更
③東栄町現地視察（11/8）。周辺住民苦情対応（随
時）。鉱山関係者との協議（10/27、11/5）
④管理協定締結後JR東海ﾔｰﾄﾞ使用開始（10月～）
⑤水道、下水道の使用量等に関し水道部と協議
２．①契約に関する最終協議（10/25）。現地視察
（11/2・進出企業20人程度）を実施
②進出企業を決定し土地売買契約締結（11/1）土地
開発公社理事会（2/17）市議会全員協議会（2/18）
記者会見（2/18）にて報告及び公表

T1

目
標
２

工 場 立 地 サ
ポートと次期
工業団地調査
研究

増設等手続き支
援による事業の
推進
誘致候補地の調
査・物件に係る
諸問題調整・地
元調整

１．誘致企業の増設等に関する支援
①上原ﾃｸﾉﾊﾟｰｸ、長瀬ﾃｸﾉﾊﾟｰｸ等における増設計画への助
言と事業の推進ｻﾎﾟｰﾄ（通年）
②民間企業の施設増設等に関する助言と指導（通年）
③工場立地法の届出に関する助言・事業所等設置奨励金
に該当する企業の指定（3月末・通年）
２．次期ﾃｸﾉﾊﾟｰｸの調査・研究
①候補地となる市有地の抽出と造成等に関する課題の整
理（9月末）
②公共施設管理課と施設統合等の情報交換及び跡地利用
調査（通年）
③具体的候補地の抽出・検討及び最終候補地の決定（3
月末）

１．①明和工業㈱の工場増設、日本ｶﾞｲｼ㈱の流通倉
庫増設に関し開発指導課他との協議に同席し助言。
早期着工を支援、実現
②工場増設や土地取得の相談に対応し、民間企業の
設備投資を後押し。企業訪問による要望聴取（2回）
③明和工業㈱、水谷産業㈱に対して工場立地法及び
岐阜県補助金について指導・説明。東濃信用金庫に
対し事業所等設置奨励金確認説明
２．①庁内協議にて抽出した候補地について説明
②統合及び廃止が予定されている市有施設について
企業誘致候補地として公共施設管理課と協議実施
③候補地絞り込み。造成の可能性や道路等の施設に
ついて、基礎調査費を令和４年度に予算化

T2

目
標
３

誘致企業の地
域貢献事業支
援と地域経済
への波及促進

進出企業へのア
フターフォロー
と地域、地元産
業との連携強化

１．各種奨励金による企業ｻﾎﾟｰﾄ
①事業所等設置奨励金の確実・迅速な交付（11社12件）
②雇用促進奨励金の周知と申請手続き支援（15人）
③移住定住促進奨励金による転入促進（3人）
２．企業からの相談・要望等への支援と協働
①土地の取得や各種行政的手続きの支援（随時）
②周辺緑地帯等の草刈や清掃等への協力（随時）
３．地域貢献への協力
①地元・学校・企業とのﾏｯﾁﾝｸﾞ等による地域貢献事業支
援と企画提案（ﾄﾖﾀ多治見ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰへの社会見学：ｱﾏｿﾞ
ﾝ多治見ﾌﾙﾌｨﾙﾒﾝﾄｾﾝﾀｰ青空ﾏｰｹｯﾄ・通年）
②地元自治組織等への情報提供・協議（通年）

１．①全納6社については奨励金交付済。残りの5社
も年度内に交付完了
②見込通り5社15人の雇用があり、奨励金制度の周知
と効果により地元雇用を促進
③移住定住を見据え、制度の周知を徹底
２．①居抜き物件等の情報を商工会議所等にて収
集。事業拡張計画のある企業に紹介
②三号池ﾛｰﾄﾞの清掃を地元、企業、行政の協働で実
施（7月・10月実施）
３．①養正小学校、共栄小学校によるﾄﾖﾀ多治見ｻｰﾋﾞ
ｽｾﾝﾀｰ社会見学（11月）。ｱﾏｿﾞﾝ青空ﾏｰｹｯﾄ等の物販
（通年）を実施
②ﾄﾖﾀ多治見ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰの活用等地域貢献活動支援

T3

目
標
４

誘致活動の体
制整備と適正
な事務の執行

企業進出意欲を
増進させる体制
づくりと積極的
なＰＲ活動、迅
速な事業遂行と
レスポンス

１．誘致活動の体制整備
①ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会議開催と企業ﾆｰｽﾞへの迅速誠実な対応
②企業誘致促進協議会参加及び活動での展示会等へ出展
やﾒﾃﾞｨｱを使ったPR活動実施
２．誘致PRの推進及び事務の適正な執行
①ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ配布やﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等による営業活動推進
②進出企業への市民雇用、従業員の市内定住を促進する
ため企業への積極的な優遇制度を周知
③雇用情報、不動産情報等の収集・整理に努め、企業に
対して魅力溢れる情報発信
④5Ｓ+Ｓの適正実施による多治見市の良さを強調

１．①第2期多治見高田ﾃｸﾉﾊﾟｰｸ分譲に関するﾌﾟﾛｼﾞｪｸ
ﾄ会議開催（1/31）。開発申請等他課への要望にﾌﾚｷｼ
ﾌﾞﾙに対応
②ﾒｯｾﾅｺﾞﾔ2021に出展（11/10～13）。協議会各市町
保有ﾃｸﾉﾊﾟｰｸ等を企業を中心に広く紹介
２．①県企業誘致課にﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ配置。ﾒｯｾﾅｺﾞﾔでのﾊﾟﾝ
ﾌﾚｯﾄ配布等による営業活動実施
②年度初めや年始の企業訪問時を中心に支援制度を
説明。申請時の記入方法についても丁寧にｻﾎﾟｰﾄ
③ﾊﾛｰﾜｰｸからの情報を元に雇用状況を把握。求人活
動をしている企業の要望を収集し適した方法で対応
④ｱﾌﾀｰﾌｫﾛｰ日本一を掲げ積極的に企業訪問を実施。
きめ細やかなｻﾎﾟｰﾄを約束

T3

目
標
５

達成度

ｂ　独自目標加算
　　　（任意設定）
例：自主研究グループ活動など
の自己研鑽、職員提案活動、施
策の紹介・普及活動　等

（目標設定） （成果）



別記第１号様式 目標設定：令和　3　年　4　月　 1　日

評　　価：令和　4　年　2　月   8  日

組織名称

補職名・氏名

標題 実施する業務の内容 成果（評定時に記入）

組織目標兼管理職個人目標

＜兼務比率記載欄＞
：

令和3年度組織目標兼管理職個人目標管理シート
経済部　陶磁器意匠研究所

副所長・前田剛

目
標
１

迅速かつ高度
に対応するた
めのﾃﾞｻﾞｲﾝ支
援の強化

3Dﾌﾟﾘﾝﾀｰ、3Dｽ
ｷｬﾅｰ、 3DCAD等
を活用したﾃﾞｻﾞ
ｲﾝ支援の実施

1.3Dｽｷｬﾅｰ等を活用したﾃﾞｻﾞｲﾝ支援
①陶工組連携3Dｽｷｬﾅｰ活用促進研究会の実施
②岐阜県石膏型工業協同組合多治見支部連携3Dｽ
ｷｬﾅｰ活用促進及び造形技術向上研究会の実施
③造形技術者育成の3DCAD講習会開催（3回以上）
④3DCADﾃﾞｰﾀ作成等のﾃﾞｻﾞｲﾝ支援業務の受託
2.陶磁器製品開発への女性や若手人財の参画支援
（市之倉、高田での「多治見・陶・小町」立ち上
げ）
3.市の事業への積極的なﾃﾞｻﾞｲﾝ支援と助言

1. ①②は新春見本市で成果発表 ①高田・市之倉・
滝呂工組10社との3Dｽｷｬﾅｰ活用研究会では、実物のｴ
ｲの皮や小枝をｽｷｬﾝし「陶磁器製わさびおろし」や
照明器具を試作。既存製品をｽｷｬﾝしﾃﾞｰﾀ化、ﾘｻｲ
ｽﾞ、ﾘﾃﾞｻﾞｲﾝへの展開を検証。笠原ﾀｲﾙ関係12社と
は、葉脈ﾚﾘｰﾌのﾀｲﾙへの転用や樹皮模様の湿式ﾛｰﾗｰ
成形への転用を試作 ②石膏型組合9社とは、ｽｷｬﾝ精
度の確認やｽｷｬﾅｰの特性、有効な操作方法について
検証 ③4回開催、計7名が受講 ④CADﾃﾞｰﾀ作成65件
(うちｽｷｬﾅｰ利用36件)､ﾌﾟﾘﾝﾀｰ出力65件 2. 新たな
「陶小町」立ち上げに至らなかったが、市之倉・笠
原から新たに11名が講習会に参加 3.ﾗｯﾋﾟﾝｸﾞﾊﾞｽな
ど7件実施

T2

目
標
２

国際交流の推
進による研究
生募集強化と
人財育成

陶芸家移住定住
促進策の拡大や
研究生国際交流
の推進

1.研究生の安定確保と研究生国際交流の推進
①応募者増加へ向けた人財育成事業の見直し
②外国人研究生（ｾﾗﾐｯｸｽﾗﾎﾞ）3名以上の確保
③国内新入研究生15名以上の確保
④国際交流（中国邛崍市等）の推進
⑤SNS・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの活用による情報発信強化と研
究生募集のﾃﾞｼﾞﾀﾙ化の推進
2.修了生等陶芸家移住定住策の推進
①修了生雇用・定住促進奨励金の運用
②修了生創作活動支援補助金の運用
③「陶芸工房ﾊﾞﾝｸ」の運用と物件の充実

1.①実習料等見直しを含む人財育成5事業を見直
し。令和4年度に滞在職員研修を計画 ②外国新規3
名（中国、台湾、米国）、待機4名（ｾﾙﾋﾞｱ2、中
国、ｶﾅﾀﾞ）計7名確保 ③一次募集でｾﾗﾐｯｸｽﾗﾎﾞ4名含
む国内15名を確保。二次募集（2/27考査）に向け5
名以上を見学対応 ④邛窯博物館美濃焼販売ﾌﾞｰｽで
の出品作品を調整、陶芸家交流に向け調整中。意匠
研究所職員が国際陶芸学会（IAC）会員に選出 ⑤ﾎｰ
ﾑﾍﾟｰｼﾞを刷新。ｲﾝｽﾀでの動画活用等SNS投稿を強
化。願書申請ﾃﾞｼﾞﾀﾙ化を情報課と調整 2.①奨励金
交付3件、新たな資格認定4件 ②補助金交付4件。専
攻科修了者動向を調査（次年度3名市内居住予定）
③令和3年度新規物件4件、新規登録者14名

T2

目
標
３

陶磁器ﾌｪｽ開催
に合わせた市
内陶磁器展示
施設との連携
強化や意匠研
ｷﾞｬﾗﾘｰを活用
した「多治見
らしさ」のPR

意匠研究所の市
民及び入所希望
者への施設開放

①多治見市陶磁器展示施設担当者連絡会議（美濃
焼ﾐｭｰｼﾞｱﾑ、ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙﾐｭｰｼﾞｱﾑ、ｷﾞｬﾗﾘｰｳﾞｫｲｽ、文
化財保護ｾﾝﾀｰ）連携による研究生授業の充実、
「やきもの」による「多治見らしさ」の積極的PR
②ishoken galleryでの卒業生展覧会の実施
③研究生募集につながる卒業制作展、進級制作
展、ｾﾗﾐｯｸｽﾗﾎﾞ前期制作展等の効果的な開催
④国際陶磁器ﾌｪｽと連動した展示やｲﾍﾞﾝﾄの実施
⑤公開特別講義や公開ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ開催による市民へ
の美濃焼文化の伝承

①当所本館2F展示室において、文化財保護ｾﾝﾀｰとの
共同展示｢多治見のやきものvol3高田｣(1/29～3/6)
を開催。担当学芸員による研究生向け講義（飯茶碗
の歴史など）を実施 ②竹内紘三展（10/2-11/7：ｺﾛ
ﾅｳｨﾙｽ感染症まん延のため会期変更）、酒井博司展
（1/29-3/6）を開催 ③竹内紘三展の記録動画や陶
芸工房ﾊﾞﾝｸ展（10/2-11/7）出品作家の作品写真を
投稿。卒業制作展の会場を変更し、中心市街地（陶
都創造館3Fｷﾞｬﾗﾘｰｳﾞｫｲｽ）で開催（2/18-3/6） ④国
際陶磁器ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ協賛事業として竹内紘三展等所内
関連展覧会を開催 ⑤公開特別講義を6回開催。受験
志望者向け公開ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟはｺﾛﾅ禍で見送り

T3

①「ﾃﾞｻﾞｲﾝ室」や「食器安全対策室」等を活用
し、陶磁器関連情報の所内共有
②東濃四試験研究機関協議会等、関係機関との連
携・情報交換を実施し地域課題を所内共有
③ﾃﾞｻﾞｲﾝ担当者会議、ﾃﾞｻﾞｲﾝ見本市の視察等を通
した最新情報の収集
④地元陶磁器関連団体との良好な関係構築の為の
情報共有の推進

①非公開ｷｬﾋﾞﾈｯﾄを活用。3Dﾌﾟﾘﾝﾀｰ出力状況など
「ﾃﾞｻﾞｲﾝ室」や「食器安全対策室」の各担当者対応
状況について職員間で情報共有 ②ｺﾛﾅ禍のため、東
濃四試験研究機関協議会は未開催。他機関担当者か
らﾒｰﾙ等で業務相談等に関する意見・情報を随時収
集 ③④ ﾃ ﾞ ｻ ﾞ ｲ ﾝ担当者会議は WEB方式で実施
（11/30）。その他、美濃焼新作見本市、新春見本
市等を通し情報交換。「陶器の日」事業4団体協議
会（日本陶磁器工業協同組合連合会、日本陶磁器産
業振興協会、TOZIX・ｼﾞｬﾊﾟﾝ、日本陶磁器卸商業協
同組合連合会）の「やきものﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ」制作協力。
日本陶磁器卸商業協同組合連合会の「やきものﾏｲｽ
ﾀｰ」検定問題を監修

T3

目
標
４

安心・安全な
製品づくりの
ための食器安
全対策事業の
実施

美濃焼の信頼性
や安全性の向上

①食洗機用洗剤による加飾表面への影響検証（ｱﾙ
ｶﾘ溶液による実証実験） ②釉薬授業用副読本の
作成（原料の役割、組成と貫入の関係） ③釉薬
の塩基性成分（煤溶剤）の種類・調合比率が釉の
表面性状等に与える影響の研究（次の副読本ﾃﾞｰﾀ
用） ④鉛・ｶﾄﾞﾐｳﾑ溶出試験3,000件、ｽﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ試
験1,800件への安定、迅速対応可能な体制づくり
⑤東濃四試験研究機関技術者担当者会議の開催
（依頼・相談業務に係る情報共有) ⑥安心・安全
な製品づくりに寄与する欠陥原因・法令等に関す
る研究生への授業実施

①JIS「ﾎﾞｰﾝﾁｬｲﾅ製食器の洗浄に対する化学的耐久
性試験方法」での退色度合いを目視できる資料（無
鉛・有鉛・耐酸絵具各10色、6種の条件でｱﾙｶﾘ溶液
に浸漬）を作成②基礎ﾃｷｽﾄから知識を広げるための
副読本「（仮）いろいろな原料（透明釉への添加事
例 ） 、 三 角 座 標 の 応 用編 」を 作成 ③第 2弾
(「（仮）釉薬に含まれる成分と釉性状の関係」令
和5年度)に向け資料を作成 ④12月末で溶出試験
1,717件、ｽﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ試験1,224件実施 ⑤随時、各機
関担当とﾒｰﾙで意見聴取。稀に使用される原料や相
談に関する対処事案など情報共有 ⑥製品欠陥及び
ﾖｰﾛｯﾊﾟ向け輸出品に課せられる新基準について調
査。3月、1年生向け授業を実施

T3

達成度

ｂ　独自目標加算
　　　（任意設定）
例：自主研究グループ活動など
の自己研鑽、職員提案活動、施
策の紹介・普及活動　等

（目標設定）

目
標
５

業界団体等と
の連携の強化

業界及び関係機
関との情報交換
を強化



別記第１号様式 目標設定：令和　3　年　4　月　 1　日
評　　価：令和　4　年　2　月　 8　日

組織名称

補職名・氏名

標題 実施する業務の内容 成果（評定時に記入）

組織目標兼管理職個人目標

＜兼務比率記載欄＞
：

令和３年度組織目標兼管理職個人目標管理シート
経済部（農林担当）併農業委員会事務局

課長　岩田　卓也

目
標
１

農業振興の推
進

人農地プラン実
質化（南姫・池
田南）

農業振興地域整
備計画の策定

１．農地の集約化に関する将来方針作成のため「人・農地プ
ランの実質化」を推進
①南姫地区、池田南地区の人・農地プランの実質化推進
②農業経営継続に向けた新たな中心経営体の発掘
③北小木営農の組織運営及び農業機器更新支援
④新規就農者経営安定支援事業の実施
２．農業振興地域整備計画の見直しに係る計画更新の推進
①農用地の現地調査・除外農用地の洗い出し
②県との協議・整備計画書の作成
③多治見市農業振興推進協議会の運営
３．多面的機能支払制度、中山間地域等直接支払交付金制
度、中間管理機構等を活用した農地の保全
①北小木地区における中山間等直接支払交付金の新規活用
②各種交付金制度を活用した農地保全活動の推進
③農地の受け手と出し手のマッチングの実施

１．①南姫地区、池田南地区のプラン作成に向け、
農地地図や農地地番一覧表を作成。地域農業関係者
との話し合いを実施し現状と課題を把握(2月)
②多治見営農に2号法人化を提案
③トラクター、コンバイン更新を支援
④南姫トマト栽培経営者のハウス改修を支援
２．①要確認箇所24筆の現地調査実施(5月)。農用
地区域からの計6筆(2,411㎡)を除外
②他の計画と整合を取りながら本文全面見直し実
施。JA、農業委員会への意見照会、縦覧公告、県と
の本協議を経て計画書策定(3月)
③計画書案に係る協議会開催（9月、2月）
３．①測量など北小木地区の申請手続き支援を実施
し、計画書を認定(7月)②交付金による廿原地区、
大藪地区、根本地区の農地保全活動支援③適宜実施

T2

目
標
２

農地、森林保
全の推進と有
害鳥獣対策の
推進

森林環境譲与税
を活用した林業
就業移住支援、
森林整備の実施

１．農業再生協議会の適正な運営
①事業計画及び予算の適正な策定と事業運営
②経営所得安定対策事業、鳥獣被害防止対策事業の実施
２．県の機関と連携した森林保全の推進
①森林環境譲与税を用いた林業就業移住支援、森林整備推進
のため林地台帳整備を実施
②森林経営管理制度に基づく森林所有者の意向調査実施
③官行造林の補償対象箇所及び補償額の決定
④東濃農林事務所等連携した林政事務の適切な遂行
３．ＪＡと連携協力し市民農園の適正な管理運営
４．有害鳥獣対策による農作物被害の抑制
①豚コレラ、鳥インフルエンザ対策にかかる県、猟友会との
調整
②猟友会、捕獲隊との連絡調整及び捕獲体制の維持
③地域での地元住民による捕獲体制の支援
④県その他関連団体と連携した獣害対策の実施

１．①再生協議会幹事会(8/17)、総会(8/31書面開
催)を開催し、令和3年度事業計画を決定②産地交付
金による水田活用の推進、イノシシ進入防止柵資材
補助の実施（北小木町、東栄町）
２．①林業就業移住支援金について3名に交付。林
地台帳整備は諏訪、廿原、三の倉地区を整備②笠原
一部区域207筆に対する意向調査票を発送し、調査
結果を集計、意向確認実施③令和3年分支払完了。
令和4年度の補償対象箇所を東濃森林管理署と現地
確認の上決定④県の森林配置計画変更に伴う森林整
備計画変更を実施
３．特定農地貸付などJAと連携して適宜実施
４．①豚熱対策としてイノシシの血液検体採取を31
頭実施②猟友会と週2回の打合せ実施、12月末時点
イノシシ180頭を捕獲、檻移設5回実施③北小木地区
の捕獲技術指導の実施④被害状況等情報を共有

T2

目
標
３

地産地消の推
進

地産地消のPRと
推進のための農
業祭等の実施

１．池田南地区の活性化を推進
①（一社）フォーレ三の倉の継続的な事業展開への支援
②地球村と連携した事業展開
２．地産地消推進のため農産物直売所の運営支援
①農産物直売所運営検討会議における売上向上策の提案と目
標達成への支援（毎月）
②今後の直売所の運営の在り方についての協議を継続
③集客力向上に向け８周年イベントの実施（６月）
④出張販売の実施等販売先の拡大
３．農業祭の開催による農業、食育、地産地消のＰＲ
①実行委員会での事業計画策定、実施
②農業祭実施による駅北の賑わいの創出（11月）

１．①適宜フォーレ役員会に参加して事業推進の支
援実施。天然酵母パン事業は販売支援、ＰＲ促進を
実施。パン工房リニューアル式典の開催支援
（5/23）。地域住民協働で赤道整備実施（2月）
②指定管理を視野に市関連部署と課題等を協議
２．①12月末までの平均月額売上347万円（前年度
年間平均月額売上比約1万円減）
②運営検討会議等で随時協議。令和4年度以降の家
賃負担について協議。補助金による支援を決定
③8周年イベント開催（6/5）し売上拡大を支援。当
日購入者262人（前年257人）
④アマゾン多治見ＦＣへの出張販売5回実施
３．①幹事会(4回)、実行委員会(3回うち1回は書面
決議)を開催し、今年度の事業計画内容を策定
②十分なコロナ対策を実施の上11/20に開催し約700
人の来場

T3

目
標
４

農業委員会制
度の推進

農業委員会の円
滑な業務の推進

①農業委員へ研修会等の実施
②総会等事務の円滑な運営（毎月）
③農地法の権利移転許可等の適正な運用（通年）
④農地利用状況調査（７～８月）、遊休農地の利用意向調査
（11月）の実施
⑤農業委員による農業の担い手への農地の集積、集約の推進
⑥市街化調整区域における空き家再生補助制度周知
⑦農地の違反転用、非農地判断等の実施

①廿原町（廿原ええのお、もみじかえで研究所）で
水稲直播技術等の研修会を開催(4/12,8/25)
②毎月の総会前に議題について事務局及び会長と事
前打合せを行うことにより円滑運営のための準備を
実施
③随時実施
④農地利用状況調査を7/28から9/17の期間で実施。
調査結果を取りまとめた上、遊休農地406筆に対す
る利用意向調査を実施(11月～12月)
⑤随時実施
⑥窓口及びホームページで周知
⑦適宜指導、始末書提出依頼等を実施

T3

目
標
５

達成度

ｂ　独自目標加算
　　　（任意設定）
例：自主研究グループ活動など
の自己研鑽、職員提案活動、施
策の紹介・普及活動　等

（目標設定） （成果）


